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二年越しの宿題                                   

 

川川川川内山塊内山塊内山塊内山塊    杉川杉川杉川杉川    大底川（ム沢）大底川（ム沢）大底川（ム沢）大底川（ム沢）    

                                 大野  

【日時】 2012年8月24日(金)～26日(日) 

【メンバー】L大野、佐貫、前田（た） 

 

 大底川、あるいは逢塞川。川内のメジャーな沢をいくつかこなし、次なる中堅所の沢

としてリストに上がったのは何時の頃か。諸事情により実現しない計画は、棚橋 L の下

で 2年前の海の日連休に突如実現した。しかし、山勘がさえない中、雷雨と雪渓に苦し

められ、核心部を大きく巻いた途中でビバーク／銀次郎沢へのエスケープと、不完全燃

焼感が残った。 

 今回は、いつもの佐貫さんに次代のホープのたくみ君をメンバーに加えて、大底川の

全容解明と杉川への下降を目指し、必勝の思いを胸に夜の関越を走る。8 月も下旬にな

ればアブもピークを過ぎているはず。 

8/24 晴れ夕方一時雷雨 

 4 時起床。良い天気。予報も全国的に晴れ予報であるが、会津地方と山形県に雷雨で

所により強く雨が降るとなっているのが気持ち悪い。さらに、佐貫さんが体調不良を訴

える・・・ 

不安を振り払い、準備万端整えてから、杉川沿

いの林道の終点に車を止める。予期に反してよく

整備された道を歩いて 30 分ほどで取水口に下る

道に入る。過去 2回、大底川の吊橋に向かう踏跡

を見失った末に懸垂で下降しており、暑さも勘案

すると最初から本流を進むべしとの考え。最後の

階段を下り、いよいよアブ柱が立つ筈だった

が・・・。一人当たり 20 匹程度が控えめに飛んで

いるだけ。ザックを置いてしばらく座っていても、

顔の周りを飛ぶアブはいない。あれ？ 

取水口は、水をためるタイプではないのか、す

ぐ上から流れがある。しばらくで、両岸がギュッ

と狭まり渕となる。へつって泳いで、すぐに右岸

から大底川がゴルジュで入る。大底川の吊橋は、

年々崩壊が進んでいるようであり、最早、渡るこ

とができるのは猿だけであろう。 

そのうち、アブが現れるのではないか？と恐れ

ながら進むと、白い河原で確かにアブは増えたが、

たかがしれている。何故？「昔、9月上順に来た

ときはもっといた。」「昨年の豪雨で卵が流され

た？」「3 日前の大雨で流された？」・・・ 

 

 
【大底川下部を遡る】 
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白い岩盤のゴルジュを泳ぎ、へつって 9 時過ぎに

はハンタン沢の出合。この先は、泳いでとりつき、

水流に足を置いて突破、突っ張りで突破・・・と様々

なテクニックを使う楽しいところ。ただ、前回は結

構苦労したはずだが、水量が少ない故か、気温が高

いからか、はたまた埋まってしまったか、特に苦労

することもなく七郎平沢。ここを過ぎると巨岩帯。

巨岩に紛れるような形で切松沢が出合、わずかでテ

ン場適地。時間は早いが、この先の核心部の通過に

5～6時間はかかる読み。天気予報と佐貫さんの体調

を考慮し、本日はここまでとした。 

果たして、15 時前から雷が轟き出したと思えば、

雨が降り出し、あれよあれよと大増水。焚き火の半

分が流される被害。突っ込んでいたら、悲惨なこと

になっていた可能性が高い。 

なお、降り出す前に竿を出してみたが魚の気配な

し。釜の奥に見えたほらの貝最初の滝 6m にとりつい

てみると、水流をまともに浴びつつ直登可。次の 20m

滝は右壁を直登できそうだが、最後に落ち口に抜け

られるかリスクがありそう。前回、下（雪渓の上）

から見て、右岸の巻きもありかと思ったが、改めて

見ると巻きは左岸以外あり得ない。2年前は勘が悪

かったということか。 

 

8/25 晴れ 

朝から晴れ。水量は昨日より 2割増くらいか。法

螺の貝は、左岸の枝沢から巻き上がり、灌木のある

ルートを拾って尾根を下り、最後は前回と同じ灌木

を使って 25m の懸垂で左岸の枝沢との出合いに降り

た。 

今回は雪渓の姿はなく、5m の滝を左から巻き気味

に、チョックストン滝を記憶のとおり荷揚げで越え

る。前回は最悪の高巻きとなった連瀑は、再び私が

ザイルを引いて右岸の「泥壁」を登ったが、草付き

斜面にピンソールが決まり、怖さを感じない。季節

が違うとグレードは大きく変わることを痛感。 

 続いて前回登れなかった滝は、倒木を使って簡単。

ただ、倒木がなくとも、何とかなりそうな気がした

のは、私の気分の問題か。続く 7m 滝は右岸のルンゼ

から巻き。沢に降りる 2m ほどが少し立っている。 

この先は、未知の世界。相変わらず両岸が迫るゴ

ルジュの中、2段の滝が行く手を遮る。一段目は左

壁に立ち込むのが少々悪い。2段目は左のクラック

沿いに上がるにアクロバティックな動きが必要。ロ

ープを出し、荷揚げを駆使して突破。 

 
【核心部 2 段１５m】 

 

 
【銀次郎沢出合３０m の滝】 
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さらに。狭いゴルジュの奥に絶望的な 30m 滝が立ち塞がる。無理だろうなと思いなが

ら近づくと、右岸から滝が落ちている。銀次郎沢だ。本流の滝は遠目のとおり全く手が

でないので、銀次郎沢の手前から右岸を高巻き。ぐずぐずの泥壁を少しで尾根に出れば、

連瀑となる銀次郎沢、ム沢の大滝、辿り来たゴルジュ。凄い場所にいることを実感する。

銀次郎沢を渡り、懸垂 15m でム沢に入った。 

 テン場からここまで。大きなミスはしていない筈だが、時間はすでに 11 時。杉川方面

に下るには、午前中に稜線に出ることが必要と思っていたが届きそうにない。杉川遙か

なり。滑って意外と悪い 3段滝を登ると極端に狭いゴルジュ帯。登山大系ではココノス

ジ滝のようだが、ゴルジュの中の小滝はいずれも楽しく登ることができる。ゴルジュを

抜けると、正面に稜線を望むことができ、源頭の風景。 

 まだまだ、意外と嫌らしい小滝があったりもするが、順調に高度を上げていく。稜線

泊に備えてある限りの水筒に水を汲み、ずしりと重たいザックを担いで 14 時。稜線にて

握手。 

 意外と疲れた身体に鞭打って七郎平の水場へ。昨日の雨の影響か、僅かに水が流れて

いた。草が茂っていたが、焚火に火がつくと気持ちよいテン場となった。時折雷鳴が響

いたが、結局雨は降らず。 

8/26 晴れ時々曇り 

 水場から沢に入るが、あまりに急なので右岸のヤブを 100m ほど下る。傾斜が緩むと時

折小滝も現れるが、懸垂下降を交えつつ特に難しいこともなく下っていくことができる。

たくみ君にザイル操作を練習してもらいつつ、3時間ちょっとで本流へ。 

 暑さの中、釜に飛び込み、渕を泳ぐのが気持ちよい。ピンクがかった白い岩のゴルジ

ュをキラキラ水が流れるのがとても美しい。名残惜しくも杉川の取水口から整備された

道を辿り、駐車場へ。途中、素足にサンダルの親子がいて目を疑う。 

 いつものサクランド温泉で汗を流し、渋滞の関越道を帰途についた。 

 杉川を下ることはできなかったが、核心部を思い通りに遡行することができ、前回の

不完全燃焼感を払拭することができた。また、ほんの少しの水量の違いによる難易度の

変化や、雪渓が融けてからの時間による泥壁のすべり具合の変化、そういうことが実感

できて、山の知見が少し深まったような気がする。マニアックな計画に付き合っていた

だいたメンバーに感謝。 

 

【メンバーの感想】 

最後の最後でム沢でなく銀次郎沢にエスケープを余儀なくされた 2年前の山行。一応

遡行したことにしていいものかどうか微妙だなぁと思っていたら、再挑戦の機会がやっ

てきた。雪渓の有無とそれによる水量の違いから、下部ゴルジュ内の小滝の通過が段違

いに容易になっていて驚かされた。相変わらず登攀力と体力が残念なレベルの私がもう

一度大底川に立ち、ム沢を稜線までつめることが出来たのはリーダーとメンバーのお蔭

に他ならず、ひたすら感謝するのみである。 

一方で、先月の早出川～中杉川の計画に続き、リーダーの描いていた計画の完遂に向

かって共に目を三角にするどころか、日和ったサブルートの提案や早い時間での行動終

了など、およそ気合に欠ける言動を重ねてしまったことを懺悔しなければならない。足

が遅く突破力もない自分がブレーキになることが分かっていながらこの手の山行に参加

するのも、ちょっと考え物かなぁという気がしてきた今日この頃ではあったりして…。

（佐貫記） 
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トマに入会して初めてのシーズン。3級の沢に何度か行って完全に火がついていた。

ところが天候やアクシデントで思うように行けないもので、大野さんの山行募集に飛び

ついてしまった。憧れだけで下田川内に行きたいと返事はしたものの、調べてみたら大

底川はとても分不相応だと思った。それでも腰が引けないところが自分の良い所で、集

合場所に着いたときには完全に腹をくくっていた。大気も不安定の予報で、行きの車の

中で大野さんが悲惨な状況になるかも知れないと言う。アブがひどくても、ビバークに

なってもなるようになれ、だ。 

入渓後は、佐貫さんと大野さんのあまりにも迷いがない様子に驚愕した。ほとんど通

勤経路のようなものではないだろうか。大野さんの突破力と、佐貫さんの賢明な判断の

おかげで実際には全く悲惨な状

況になる余地がなかった。おまけ

にフォローのビレイや懸垂のセ

ットなど自分がやったのでは時

間がかかるのを分かっていなが

らやらせて頂いてありがとうご

ざいました。 

時間がなくて大杉川の下降は

出来なかったが、奥深い川内を十

分身体で感じることが出来た。稜

線に出たときは自然と叫び声が

出た。銀次郎の山頂でみた下田川

内の山の塊忘れません。またきっ

と来ます。（前田記） 

 

【行程】 

8/24 駐車場（6:30）－取水口

（7:00）－ハンタン沢（9:00）

－切松沢C1（11:25） 

/25 C1（6:05）－銀次郎沢出

合い（10:15）－稜線（14:00）

－水場C2（16:00） 

/26 C2（5:50）－コザマタ沢

出合い（9:30）-取水口

(11:15)－駐車場（12:45） 

 

【地図】 

高石、室谷 

 

【グレード】 

4級 
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